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１．休日貸出について
12月より３月まで停止します。

２．屋外施設の５時限目貸出について
日没が早まったことに伴い、11月より停止しています。

３．12月以降の貸出日について
① 12月１日㈮～12月22日㈮

② １月６日㈯～１月19日㈮

　※祝日・日曜日・臨時休業日は貸出を行いません。

４．春季休業中の貸出日について
① ２月５日㈪～２月９日㈮　　　　１時限～４時限のみ

② ２月19日㈪～３月16日㈮　　　　　　　　〃

③ ４月４日㈬～４月12日㈭　　　　　　　　〃　

　※土曜・日曜日は貸出を行いません。

５．一般フィールドＡ・Ｂ（ソフトボール・ミニサッカー）について
１月より学生課窓口での予約受付を停止します。降雪・降霜等の天候により、第２

体育館事務室の当日判断にて貸出を行いますのでご注意ください。

スポーツ施設貸出について（多摩キャンパス）



学生部の窓口時間のお知らせ
期　　　　間 窓　口　時　間　　　　　　

学　　　生　　　課

　　　　　～12月22日㈮　
月～金　　10：00～19：00
土　　　　10：00～12：00

１月６日㈯～１月11日㈭☆
１月13日㈯・１月15日㈪　

月～金　　10：00～19：00
土　　　　10：00～12：00

１月12日㈮　　　　　　　
１月16日㈫～４月12日㈭　

月～金　　10：00～17：00
土　　　　10：00～12：00　　

厚　　　生　　　課

　　　　　～12月22日㈮　
月～金　　９：00～19：00
土　　　　９：00～12：00

１月６日㈯～１月20日㈯☆
月～金　　９：00～19：00
土　　　　９：00～12：00

１月22日㈪～４月12日㈭　
月～金　　９：00～17：00
土　　　　９：00～12：00

学　生　相　談　室

　　　　　～12月22日㈮　
月～金　　10：00～18：00　（月曜日17：00迄）
土　　　　10：00～12：00

１月６日㈯～２月３日㈯☆
月～金　　10：00～18：00　（月曜日17：00迄）
土　　　　10：00～12：00

２月５日㈪～３月31日㈯　
月～金　　10：00～17：00
土　　　　10：00～12：00

理工学部学生生活課

　　　　　～12月21日㈬　
月～金　　10：00～18：00
土　　　　10：00～12：00

１月６日㈯～１月11日㈭☆
１月13日㈯・１月15日㈪　

月～金　　10：00～18：00
土　　　　10：00～12：00

１月12日㈮・　　　　　　
１月16日㈫～４月12日㈭　

月～金　　10：00～12：00　　13：00～17：00
土　　　　10：00～12：00

※冬季休業期間（12月25日㈪～１月５日㈮）の窓口業務は行いません。
※窓口時間を変更する場合には、事前に各課窓口に掲示します。
☆１月９日㈫は臨時休業のため、17：00閉室となります。



2007年２月・３月 春季契約宿舎利用案内2007年２月・３月 春季契約宿舎利用案内2007年２月・３月 春季契約宿舎利用案内
学生部では、ゼミ合宿を始め、各種の合宿のために、「契約宿舎」を
紹介しています。学生課または理工学部学生生活課で利用受付けを行
います。くわしくは、配布中の“春季契約宿舎利用案内”をご覧くだ
さい。

宿 舎 名 富士ビューホテル
（河口湖）

ホテル 花いさわ
（石和）

所 在 地
〒401‒0310
 山梨県南都留郡富士河口湖町勝山511

☎0555‒83‒2211

〒406‒0021
 山梨県笛吹市石和町松本1409

☎055‒262‒4166

期　　間

①２／１㈭ ～ ３／30㈮泊
＊詳細は“利用案内”をご覧ください。

①２／１㈭ ～３／30㈮ 泊
＊詳細は“利用案内”をご覧ください。

利用料金

１名１泊 3,500円
（消費税・入湯税込）
 ＜３食付 宿泊中の昼食あり、最終日の
　昼食なし＞

１名１泊 3,500円
（消費税・入湯税込）
 ＜３食付 宿泊中の昼食あり、最終日の
　昼食なし＞

交　　通

電車／新宿駅→河口湖駅（２時間30分）
バス／新宿ＢＴ→河口湖駅（約２時間）
河口湖駅から送迎バス有　　（約５分）

電車／新宿駅→石和温泉駅

 （１時間 30 分）

 石和温泉駅から徒歩５分

利 用 資 格：本学の学生・教職員。但し、学生はグループ単位（４人以上）とします。
利 用 日 数：４泊５日を限度とします。
申 込 受 付 ：ゼミ団体、サークル団体、その他の団体を一斉受付けします。
受 付 方 法：原則として先着順です。受付初日・２日目に限り午前９時 45分までに窓口に来た
　　　　　　　人に整理券をお渡しします。10時から抽選された順に受付けを行います。
　　　　　　　（注）順番によっては、午後の受付となる場合もあります。
申込時の注意：＜重要＞①利用日程、②教職員の人数、③男子学生・女子学生の内訳、④大学院学
　　　　　　　　　　　生・ＯＢ等の人数、⑤会議室の要・否についても確認しておいてください。
　　　　　　　　　　　第２希望の日程または宿舎についても、事前に検討しておいてください。
　　　　　　　　　　　利用券発行後の人数変更は、他の団体に迷惑がかかりますので、予約時に
　　　　　　　　　　　は、人数を確定しておいてください。
手続き方法：申込日を含めて ､10 日以内に申し込み書類を提出してください ｡（２週間以内に手
　　　　　　　続きをしない場合は ､予約はキャンセルとなります ｡）
　　　　　　　申し込み書類を提出時に利用券を発行します ｡なお ､書類を提出の際は ､利用料金
　　　　　　　は必要ありません ｡
料金の支払い ：利用料金は、チェックアウトの際に支払ってください。



キャンセル：キャンセル発生の都度、学生課へ申し出てください。　　　 　
　　　　　　　利用券発行前……学生課又は理工学部学生生活課窓口に申し出てください。
　　　　　　　利用券発行後……２箇所へ連絡してください。①学生課又は理工学部学生生活課窓
　　　　　　　　　　　　　　　口（利用券を持参してください。）②利用する宿舎
　　　　　　　利用開始日の３日前までに連絡をしてください。３日前をすぎると ､キャンセル料
　　　　　　　金 2,000 円（１名１泊）が徴収されます。　【例】3/26 利用開始の場合、3/24 か
　　　　　　　らが有料となります。
参加者の変更 ：名簿の記入が必要となりますので、速やかに学生課又は理工学部学生生活課窓口に
　　　　　　　申し出てください。
チェックイン・アウト：原則としてチェックインは午後３時、チェックアウトは午前 10時です ｡（10時以
　　　　　　　降は宿泊室の荷物を所定の場所に移してください。）
そ　の　他 ：①宿舎内での生活は、すべてセルフサービスです。宿泊室の清掃、ゴミの処理など
　　　　　　　　を各グループで行ってください。
　　　　　　　②代表者は、常に人数を把握しておいてください。
　　　　　　　③宿舎利用後必ず、速やかに所定の用紙にて利用実数をご報告ください。

学生課・理工学部学生生活課

　 <その１> 低料金で利用できます！

　 <その２> 人数が多くても相談ください！

石和びゅーほてる
（石和）

ルネッサ赤沢
（伊豆高原）

〒406‒0024
 山梨県笛吹市石和町川中島1607

           ☎055‒262‒4425

〒413‒0233
 静岡県伊東市赤沢190‒5

☎0557‒54‒1670
①２／１㈭ ～３／30㈮泊
＊詳細は“利用案内”をご覧ください。

①２／１㈭ ～３／30㈮泊
＊詳細は“利用案内”をご覧ください。
　＊コテージ形式

１名１泊 3,500円
（消費税・入湯税込）
 ＜３食付 宿泊中の昼食あり、最終日の
　昼食なし＞

１名１泊 3,500円
（消費税・入湯税込）
 ＜３食付 宿泊中の昼食あり、最終日の
　昼食なし＞

電車／新宿駅→石和温泉駅

 （１時間 30 分）

 石和温泉駅から徒歩 20 分

　　　送迎バス有（約 5分）

電車／特急踊り子号 
　　　新宿→伊豆高原　　　 （２時間）
伊豆高原駅から送迎バス有　 （約７分）



災害救援ボランティア講座　参加者の声
中央大学学生部

ハードスケジュールでしたが、どれも面
白い項目ばかりでした。知識・技術を得

られたことはもちろんですが、何よりも災害や
災害救援ボランティアに対する意識を高めるこ
とができたのが、よかったと思います。私には
家族がたくさんいます。もしもの時、皆をきち
んと助け支え導けるような人間になりたいと思
いました。 （経済学部４年　女子）

指導員の方がみなさん優しかったと思い
ます。

　指導が良かったので理解しやすく、１日目の
応急手当もよく記憶に残りました。災害が起き
た時、まず何より自分の身を守るということが
大切なのだと改めて思いました。普段の生活の
時、目の前で人が倒れたら手を差しのべる勇気
を持てたような気がします。応急手当を今まで
に４回習い、今回初めて助けてあげられる自信
を感じました｡もちろん、心肺蘇生は救急車が
来るまでの「つなぎ」ですが、今まではつなぐ
自信がありませんでした｡今回の講座を受講し
たことで、他の人（自動車学校でしか応急手当
を経験していない人）よりも、自分が目の前の
人を助ける方が、より生存率が上がるのではな
いかと思えたのです｡今回初めて学んだＡＥＤ
も含め、二度と忘れません｡自分にできること
をしようと思います。 （経済学部４年　男子）

もし目の前で大切な人が倒れた時、周り
に自分しかいなかった時、その人を救う

　前期試験が終了した直後の２００６年７月３０日（日）、８月１日（火）、２日（水）の３日間『災害
救援ボランティア講座』を実施し、６３名の学生が参加しました。この講座は「災害時、わが身と家
族の命を守る」ため、実践的な防災の基礎知識と応急手当を学び、ひいてはボランティア活動の活
性化に繋げることを目的とし、３日間、応急手当活動（東京消防庁による上級救命講習）、災害模擬
体験と実技（消火訓練･地震体験･煙体験）、災害・防災について（講義等）の講座に熱心に取り組み、
修了者には、災害救援ボランティア推進委員会より「セーフティリーダー認定証」が、東京消防庁よ
り「上級救命技能認定証」が、それぞれ交付されました。
　講座を修了した参加者の声をご紹介します。

ことができるのは自分しかいない。そんな時、
何もできない自分は嫌だから、人を守れる強い
人間に、僕はなりたい。 （商学部２年　男子）

まず大切な事は多くの人が避難誘導の問
題、初期消火の方法など基本的な災害救

援についての知識を持つ事と意識を高く持つ事
だと思います。
　又、日頃から友人や家族と災害の時にどうす
るのかなどの話をする事も大切だと思いました。
　今まで気に止めていなかった事柄に目を止め
るきっかけとなりました。この様な講座を沢山



の学生に受けてもらいたいと思ました。
 （文学部４年　女子）

 私はこの講座の中で身につけた応急手当活動の技術は、自信を持って今後の活動
に活かしていきたいと思う。実際に街で倒れて
いる人を見つけたり、または困難な状況に直面
している人を見掛けたら、まずその現場に誰よ
りも先に駆けつけリーダーとなり、学んだ技術
を活かし応急手当を行いたいと思う。また、将
来的には消防士となり東京を守っていきたいと
思っているので、社会に出て消防士になってか
らもこの講座で学んだことを基礎的な力と位置
付け、さらなる技術、知識の向上に努めていき
たいと思う。 （法学部４年　男子）

今回の講座はきっかけなので、さらなる
技術・知識の向上に努めたい。

 （経済学部３年　男子）

災害救援ボランティアにとって大切なこ
とは、知識や技術だと思います。そして、

人のために役に立ちたいという気持ち、謙虚さ、
行動力、体力、忍耐力などではないでしょうか。

（経済学部３年　女子）

私は「人を助ける」ということの意味を
新しい面から学ぶことができました。将

来、「人を助ける」職業に就きたいと考えてい
ます。今は、法律家を目指し、法律で人を助け
ることを学んでいますが、この講座によって人
の助け方には様々なものがあると身をもって感
じました。
　ボランティア活動として受けているよりも、
自らの人生の上での大切な手段を学ばせていた
だき、とても有益でした。
　教習所で自動車の免許を取得した際も応急手
当を学んだのですが、今回改めて学んだことに
より、どれだけ理解ができていなかったかがわ
かりました。 （法学部２年　男子）

この講座で身につけた技術・技能を今後
自分を守る術として使っていきたい。

　そして自分の身近な人(家族・友達・隣人)を
守ることができたらいいと思う。
　何かあったときに、この講座で身につけたこ
とを活用して少しでもたよりになる人間になれ
ればいいと思う。
　自分の身を守ることが大切だと思う。自分の
身体がなければボランティアなどできるわけが
ないからだ。直接的に人命を救うことができな
くても、正しい情報を得て、それを伝達すると
いったことでも人命を救いうるので、情報とい
う面の活動をすることも大切だと思った。
　そして何よりも自分ができることを探し、自
分ができることを的確にできるようにしておか
なければならないと思う。（文学部１年　男子）

この夏ボランティアリーダーとして子供
たちを２泊３日のキャンプに連れて行く

ので、今回の講習で学んだことを、もしもの時
には実践して楽しくキャンプが終われるように
していきたい。
　ボランティア全般に当てはまることだと思う
が、単なる自己満足に陥ってはだめで、被災者
のニーズに適合した行動をとることが大切だと
思う。 （法学部１年　男子）



教員になった際に、生徒の安全確保や防
災教育を行っていくことで、今回の経験

を生かしていくつもりです。
 （文学部４年　男子）

体験あり講義ありの非常にバラエティに
富んだ内容で満足できました。今回の講

義で得た技術・知識を次につなげるためにも積
極的にボランティアに参加していきたいと思い
ます。 （法学部４年　男子）

大変興味深い話や内容で、災害に対する
知識だけでなく、ボランティアというも

の自体の考え方や、今、現在の自分のくらしを
見直すための良い機会となりました。広く普及

していけば良いなと思います。
 （商学部３年　男子）

 火事の原因等普段なかなか知ることのできないことを知ることができたり、何よ
り災害の恐ろしさを知ることができ、非常に知
的好奇心が刺激された３日間でした。
 （法学部２年　男子）

途上国でのボランティアなど、海外に行
くことも多いので身を守るときや緊急時

に備えロープの結び方を覚えておいたり、子供
たちのけがなどにも対応できるようにしたい。
 （法学部２年　女子）

上級救命講習会を後楽園キャンパスにて
9月20日に実施しました

中央大学学生部

上級救命講習会に参加して
 　理工学部精密機械工学科3年　高橋立寛
　私は、登山サークルに参加しています。山で
は美しい自然に触れることが出来ますが、人の
手がおよびにくいので万が一のときの備えが大
切です。サークル活動を通じて救急救命の大切
さを感じました。そこでこの上級救命講習会に
参加しました。
　講習会では７時間にわたり、実にたくさん
の救命法や処置の仕方を学ぶことが出来まし
た。CPR と呼ばれる心肺蘇生
法、心臓へ電気ショックを行う
AED という機器の使用法、三
角巾の様々な使用法、熱傷や骨
折などの傷病への対処法などで
す。心肺蘇生法は成人、小児、
乳児にたいして方法が違い、安
全かつ効果的に行うために手順
や方法がしっかりと決まってい
ることが分かりました。テレビ
ドラマなどの見よう見まねでは
正しく行うには難しい印象を受

けました。また、最近普及が進んでいる AED
ですが、正しく使用するにはいくつかポイント
がありました。初めて使用する人でも簡単に使
用できるように工夫がされていますが、一度使
用法を体験できたことはとても有意義でした。
　講習会中に講師の方がおっしゃっていました
が、心肺停止や呼吸停止に陥ってからわずか数
分で生存率が大きく変わるため、救急車が到着
するまでの間の一般の方が命の鎖をつなぐこと
が非常に大切なのだそうです。実際に救急救命
を必要とする人を前にしたら、動揺してしまう



と思います。一分一秒を争う状況では、正確で
迅速な処置が必要になります。私はそういう場
面で正しい処置を行う自信はあまり持てません
が、一度でも経験したことがあるということは
処置の内容に確かな違いを生むのではないかと
思います。

　今回はたった一日の体験でしたが、非常に充
実した体験が出来たと思います。万一のときの
ために、こうした体験が出来たことは非常に有
意義でした。ぜひ多くの方に救急救命の方法を
体験していただきたいと思います。

中央大学杯スポーツ大会 （学生部主催）
中央大学学生部

　２００６年１０月７日（土）、８日（日）に実施されました。前日まで続いた雨が嘘のような秋晴れ
の下、多くの学生が参加し、清々しい汗を流していました。

2006年度　スポーツ大会　受付状況（参考）

種　　　　目 参加チーム枠 申込チーム数

ソフトボール 56 69

バレーボール 64 90

バスケットボール 64 77

ミニサッカー 95 133

ソフトボールの部 優勝チーム　P'Luck
 「つながり」　 

商学部3年　吉利亮平
　今回、私達は中央大学杯スポーツ大会にサー
クルで参加しました。私達のサークル・P'Luck
（プラック）は、オールラウンドサークルで、普
段は球技全般を主として行い、その他にも年3
回の合宿と夏にはバーベキューやキャンプ、M
－１、ボーリング大会などい
ろいろな活動をしています。ス
ポーツ大会もその一環として参
加し、その結果優勝という素晴
らしい成績を残すことができま
した。
　年2回行われるスポーツ大会
は、様々な単位で多くの学生が
参加するので、スポーツを通じ
てサークル内の結束が深まるだ
けでなく、他の団体との交流も
できる数少ない機会であり、私

は非常に楽しみにしています。しかし、春のス
ポーツ大会はサークルの新歓合宿と重なり、残
念ながら参加できませんでした。それだけに、
今回のスポーツ大会にかける思いはひときわ強
いものでした。授業のない空いた時間を利用す
るために、練習は朝の早い時間から取り組み、



チームの士気を高めることに力を入れていまし
た。その成果が試合でも生かされ、苦しい場面
でもお互いが声を掛け合い、落ち着いてプレー
することができました。また、選手以外のサー
クルのメンバーの応援が大きな支えとなり、勝
利への原動力になりました。
　ソフトボールは、一人一人の個人の力だけで
はなく、集団としてのまとまりやチームワーク
といった総合的な部分が重要なスポーツです。
私達は、いつもサークルという集団の中で、ス
ポーツを通して仲間との連帯感を高めて楽しみ
ながら活動しているので、自然とチームワーク

が生まれているのだと感じています。そういっ
た何気ない日頃の行いが、今回のスポーツ大会
ソフトボールの部優勝に結びついたのだと思い
ます。
　このスポーツ大会を通じて、改めて多くの人
の前に立って動くことの難しさを実感したのと
同時に、それを乗り越えた時の達成感や全員で
一つのことに向かう一体感を得ることができた
と自負しています。
　最後に、プラック全員で勝ち取った優勝なの
でみんなに感謝したいです。イエーイ♪

バレーボールの部 優勝チーム　トンデミ～ナ
 「まさか…」　 

文学部2年　池田裕哉
　サークルの仲間と普段とは違う雰囲気で楽し
くバレーできればいいや…なんて気持ちで参加
したのにまさか優勝できるなんて思ってもいな
かったです。バレーサークルだから負けたくな
いっていうのはあったけれど、去年の大会でも
ベスト４。周りもさすがに強いですからね。準々
決勝ぐらいからは今年はその壁を越えようなん
て話はしてましたけど…あれよあれよで優勝し
ちゃいました。
　けれど、全てが順調に進んだわけではなかっ
たです。エントリーでは誰を誘おうかとか、誰
なら出てくれるかとか考えながらメールを送っ
たのですが、予定が合わない人や出たくないっ
ていう人もいました。そ
れで、今回のメンバーで出
ることが出来た訳だけど、
誘った人全員と一緒に出
てればな…とも思ったりし
ます。また二日目の第一試
合では、時間を確認したに
もかかわらず、試合三十分
前までに集まったのはたっ
た四人。この時は正直棄権
を考えました。試合直前に
なって残りのメンバーが来
てくれて、先に来ていた僕
らはホッとしました。

　そういった試練（？）を乗り越えての優勝だか
ら、普通に勝つより嬉しかったし、楽しかった。
クラスの友達には「スポーツ大会でバレーサー
クルが優勝なんて空気を読め」なんて言われた
けれど、手を抜いて負けるなんて言うほど、ず
ば抜けてうまいわけでもなく、第一失礼ですも
んね。
　いろんなことがあったけれど、とても楽しく
バレーができて、他のサークルとも交流ができ、
本当に良い時間が送れたと思います。勝ち負け
は関係なく、来年度、再来年度もこの大会に参
加して大学生活の大切な思い出の一ページとし
ていければと思いました。



バスケットボールの部 優勝チーム　SWISH
「無冠の王者　３年越しのタイトル」　 

文学部3年　増田太一朗
　SWISH を結成してから、もう２年以上の月
日が流れました。SWISH というチームを立ち
上げることになったきっかけは、私たちが入学
してからすぐの「新入生歓迎白門祭」のスポーツ
大会での試合で戦ったことでした。その試合の
両チームのチーム名は「よーへーず」と「カオル
オールスターズ」。お互いに面識はほとんどあ
りませんでしたが、試合後に話すようになり、
また同じ学部や授業の友達など、寄せ集められ
てできたのが SWISH です。いろんな問題もあ
り、立ち上げた当初と今とで変わったメンバー
も数人いますが、私たちが２年生になった春く
らいから、やっとチームとしてまとまってきま
した。
　結成したものの、最初は考え方もプレースタ
イルもまったくかみ合わず、いざこざだらけの
ひどいチームでした。しかし、練
習を重ねることでお互いのクセや
長所、短所を見つけ、お互いのい
いプレーを引き出せるようになっ
たことで、チームカラーも自然と
できあがり、チームの雰囲気も落
ち着いてきました。
　ただ、私たちに足りないもの
は「栄冠」でした。学内でも学外で
も、取れそうで取れなかったタイ
トル。いつもいいところまではい
くのですが、あと一歩で届かない

タイトルをチームのみんなは渇望していました。
そして、やっと今回のスポーツ大会でタイトル
を手にしました。無冠の王者（？）だった私たち
にとって、優勝という二文字は最高の勲章でし
た。優勝した日の夜は祝勝会をし、勝利の美酒
を酌み交わしました。
　今の SWISH があるのは、あのときの出会い
があったからです。その出会いの場を提供して
くださった学生課のみなさんを含め、大会を円
滑に運営してくださったさまざまな方々への感
謝の気持ちを胸に、SWISH メンバーの中央大
学卒業までの残りの１年半（落第するメンバー
がいなければですが　笑）を、バスケを通して、
充分に楽しみたいと思います。

 ・・・ってカタい話はやめて・・・SWISH バンザー
イ‼



商学部２年　清本　章太
　この夏季セミナーの体験を通して私は、自分
と向き合い、自分自身にチャレンジすることの
大切さ、そして仲間と一つ目標に向かってがん
ばり達成することの大切さを学びました。
　この夏季セミナーというプログラムは、マウ
ンテンバイク、沢登り、マラソンとい
う内容で構成されており、身体を動か
しながら仲間と楽しみ、考え、そして
チャレンジするということをコンセプ
トにしたプログラムです。
　１日目は、小田急線小田原駅に集合
し、そこから学生、インストラクター
で神奈川県丹沢湖までサイクリングす
るという内容でした。初めて会った人
達とマウンテンバイクをこぎ、自分達
で地図を見ながら目的地を目指すこと
は結構大変なことでしたが、このサイ
クリングをすることによって仲間全員
で一つの目標に対して挑戦し、やり遂

げることの難しさ、そしてまたお互いを励まし
ながら頑張ることの大切さを学びました。
　２日目は、このプログラムのメインイベント
である沢登りでした。この体験はとても貴重な
体験となったことはいうまでもないと思います。
沢の中に入り、水にうたれながら沢を登ること

夏季セミナーを終えて 

これからマウンテンバイクに乗って出発！
目的地を地図で確認！！　みんな真剣そのものです☆

期日：２００６年９月１１日（月）～１３日（水）　２泊３日
場所：神奈川県西丹沢
主催：中央大学学生部
協力：日本アウトワード・バウンド協会（ＯＢＳ）

☆プログラム☆
１１日（月）：仲間づくりのためのレクリエーションゲーム・マウンテンバイク３８ｋｍ
１２日（火）：沢登り（５つの沢を登りきる！）
１３日（水）：丹沢湖一周１５ｋｍマラソン

学生部では２００６年の夏、
　　　　　下記の内容で夏季セミナーを実施♪
学生部では２００６年の夏、
　　　　　下記の内容で夏季セミナーを実施♪
学生部では２００６年の夏、
　　　　　下記の内容で夏季セミナーを実施♪
参加者のみなさんは、それぞれ自分の限界にチャレンジ☆
プログラムをこなす過程で、体力的・精神的に辛い場面は沢山ありましたが、
充実した３日間を過ごしたみなさんは、最高に輝いて見えましたo(o^∀^o)o

～～マウンテンバイクでの峠越えや小川谷での沢登りなど、

　　　　　　丹沢の豊かな自然の中で、自分自身を見つめた時間～～

今回の夏季セミナーに参加した、清本君に感想を書いてもらいました。ご紹介します！



は非常に大変なことでした。沢を目の前にした
時は、興奮と緊張がいりまじったなんともいえ
ない気持ちでした。自分の力で登りきったとき
の達成感、そして水にうたれているときの感覚
はいまでもリアルに覚えています。この体験は、
自分自身と向き合い、そして自分の力で目標を
達成した時の喜びを私に教えてくれたと思いま

す。５つの沢を全て登り終えたときは
本当に心から感動することができまし
た。
　３日目は、丹沢湖一周マラソンでし
た。丹沢湖の自然にふれあいながら走
ることはとても気持ちいいことでした。
最初は一周できるのか不安でしたが、
インストラクターの励ましや仲間の頑
張りに背中をおされ、このプログラム
も途中であきらめることなく達成する
ことができました。
　この３日間の体験を通して、自分の
掲げた目標をやり遂げることのすばら

しさ、そして大変さを肌で感じることができま
した。これから、社会に出て大変なことがたく
さんあると思いますが、この貴重な体験を通し
て学んだことを活かし、頑張っていくつもりで
す。インストラクターの方、そして共に頑張っ
たみんな、本当にありがとうございました。

新企画劇団四季のミュージカルを
　　　　みんなで見に行こう！
劇団四季のミュージカルを
　　　　みんなで見に行こう！

感動のミユージカルをこの機会に是非♪
日　時：２００７年２月３日（土）　１７：３０　　　１０枚
　　　　　　　　　　　４日（日）　１３：００　　　１０枚
　　　　　　　　　　　７日（水）　１８：３０　　　１０枚
会　場：四季劇場　［秋］（最寄駅：ＪＲ山手線・京浜東北線　浜松町駅）
対　象：学部学生
参加費：１，６００円

※詳しくは、多摩キャンパス学生課までお問い合わせください!!

トニー賞 ベストミュージカル受賞作　『ｃｏｎｔａｃｔ』
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　企画・製作＝浅利慶太

１２月６日（水）９：１０から
　　　　学生課・理工学生生活課窓口にて受付（先着順）

　本人が学生証を持って受付窓口にて申込をしてください。大学院生について
は、鑑賞券の残数がある場合に限り、１２月２０日（水）から受付を行います。

最後のプログラム！１５Ｋｍマラソンに向け、
ウォーミングアップのジョギング開始！



投書方法
　専用用紙による投書

オピニオン・ボックスに添付してある専用用紙に意見・提案を記入し、投函し

てください。

＜オピニオン・ボックス設置場所＞

　多摩キャンパス：学生課・各学部事務室・学友会事務室

　後楽園キャンパス：理工学部事務室・理工学部学生生活課

　Ｅメールによる投書

下記のアドレスに意見・提案を送信してください。その際、次の事項を必ず記

入してください。

１． 意見・提案

２． 氏名

３． 学籍番号

４． 回答希望の有無（回答を希望する場合は、連絡先を記入してください）

学生部は、大学と学部学生の皆さんとのパイプ役を果たして
いますが、その一環として一人ひとりの意見、考えそして提案
を広く聞き、充実した大学を創るために学部学生を対象とし
た「オピニオン・カード」を受け付けています。
ぜひ、活用してください。

Eメールでの受付

opinion@tamajs.chuo-u.ac.jp



－学生部主催－　

講　師　　元国連事務次長
　　　　　明　石　 　康  氏
テ ー マ　　「国連・安保理・日本－国際化時代における日本の役割－」
日　　時　　２００６年１２月７日（木）１３：２０開演
会　　場　　多摩キャンパスＣスクエア（中ホール）
そ の 他　　入場無料・事前申込不要（直接会場にお越しください）
問合せ先　　学生課　☎０４２－６７４－３４７１

　国際化が進むこの時代において、日本が果たすべき役割とは何か。    
　また、このような現代において、学生は何を学ぶべきなのか。        
                                                                   
　明石先生からご経験を踏まえたお話をわかりやすく頂戴します。質疑応答の時間もいた
だいていますので、国連のこと、安保理のこと、様々に伺えるかと思います。この機会を
是非お見逃しなく！                    
　国際公務員など、世界を舞台に活躍したい方の聴講もお薦めです‼   

明石先生のプロフィール 

職　歴：                                                           
昭和32年　国連入り ( 日本人初 )　事務局政治安保理局、特別政治問題担当事務次長室、
　　　　　事務総長官房で勤務                                     
昭和49年　国連　日本政府代表部　参事官、その後、公使、大使を歴任   
昭和54年　国連　広報担当事務次長                                 
昭和62年　国連　軍縮担当事務次長                                 
平成４年　国連　事務総長特別代表（カンボジア暫定統治機構）       
平成６年　国連　事務総長特別代表（旧ユーゴスラビア担当）         
平成７年　国連　事務総長特別顧問                                 
平成８年　国連　人道問題担当事務次長                             
平成９年　国連　退官                                             
現　　在　スリランカ平和構築及び復旧・復興担当日本政府代表、日本国際連合学会理事
　　　　　長など         
著 書：                                                            
・「国際連合̶その光と影」（岩波書店）                             
・「忍耐と希望̶カンボジアの560日」 （平成7年朝日新聞社）          
・「サムライと英語」( 平成16年5月角川書店 )( 共著 )                    
・「国際連合̶軌跡と展望」（平成18年11月岩波書店）　ほか多数   

ここに注目！

中 央 大 学 講 演 会



厚生課・理工学部学生生活課からのお知らせ
厚生課　☎042-674-3461　　理工学部学生生活課　☎03-3817-1717

　　　　　　　２００７年度奨学金案内冊子の配布・奨学金出願について

　２００７年度の奨学金案内冊子「奨学金－案内と手続－」（学部用）を下記のとおり配布します。
　出願希望者は「奨学金－案内と手続－」を受領・熟読の上、下記出願登録期間内に窓口へ書類を
郵送又は持参（＝出願登録）してください。

記

対象奨学金　　　①日本学生支援機構奨学金
　　　　　　　　②中央大学貸与奨学金

　　　　　　　　③出願登録が必要な学外奨学金

冊子配布開始日　　１月１９日（金）から
冊子配布および出願登録窓口
　　　　　　　　　厚生課（多摩キャンパス）

　　　　　　　　　理工学部学生生活課（後楽園キャンパス）

出願登録期限　　　３月２３日（金）　１７：００まで
　　　　　　　　　　　郵送提出＝３月２３日（金）消印有効
　　　　　　　　　　　窓口提出＝期間中、窓口に受付時間内に持参してください。
　　　　　　　　　　　　　　※窓口受付時間は本誌「学生部の窓口時間のお知らせ」等で確
　　　　　　　　　　　　　　　認してください。
◆希望者は速やかに「奨学金－案内と手続－」を受領し、出願登録を完了してください。

◆出願登録時に、父母両方またはこれに代わって家計を支えている者の平成１８年分所得関係
　各種書類の提出が必要となります（詳細は「奨学金－案内と手続－」にて確認してください）。
　　給与所得者＝源泉徴収票：１月末日までに勤務先から発行されます。

　　自営業等＝確定申告書の控え：出願登録が所定の期間内に完了するよう、確定申告の時期

　　　　　　　になりましたら早めに手続きをしてください。

◆中央大学貸与奨学金は単年度貸与の奨学金のため、今年度採用になった方で来年度も希望す

　る場合は新たに出願が必要です。

◆上記出願登録期間内に出願登録した方に対して、４月中の指定日に面談を実施します。

学部学生対象

⎧
⎨
⎩

　なお、大学院生用（専門職大学院を除く）の2007年度奨学金冊子は、2007年3月20日（火）

から配布します。


